




注釈（災害対策委員会作成）

・相澤氏は現在、ヤマト運輸株式会社 グローバル事業戦略部　美術品ロジスティクスチーム　スペシャルアドヴァイ
ザー／コンサヴァター。

・p.���　�� 行目
「ハニカム構造のポリカーボネート板」は、「ポリカーボネート中空複層パネル」のことを指している。

・p.���　�� 行目
保存に考慮した額装の改善については、様々な方法が考案されている。そのひとつが、作品の形状に合ったアルミやス
テンレスのフレームのボックスを作成するというもので、その金属フレームに低反射ガラス、作品、裏板、吊り金具を
装着、オリジナルの額縁はこのフレームに乗っかってくっついているだけの状態になる。この仕様であれば、額縁自体
に吊り金具をつけなくてもよいため、古くて脆弱な額縁の負荷を大幅に軽減することができる。

・p.���　�� 行目
「鉄鋼よりもステンレス・スチールの強度が高い。」の文については、厳密にはステンレスは鉄鋼の一部であり、鉄とス
テンレスのどちらの強度が高いかは、それぞれの種類によって異なり、一概にはどちらが高いとは言えない。しかしな
がら、鉄は酸素や水分で腐食し強度が落ちやすいので、鉄製の金具については錆がないかを点検し、早めに交換する必
要がある。

・p.���　�� 行目
「額縁（作品）下部や下辺両角を平紐等でラックに固定することが望ましい。」の文については、試験結果から V 字型
に平紐をかけるのが望ましいとの見解もある。

・p.���　�� 行目
「ブロンズなどの堅牢な素材であっても、表面保護を行わなければ傷等の損傷が生じる恐れがある。」に付け加えて、ブ
ロンズ作品は銅を主とした � ㎜程度の薄い金属で出来ている場合がほとんどであるので、構造的な変形にも気をつける
必要がある。


